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文責 日南中学校 吹野 玉枝 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

                                     

 

  

３月８日、小学校では「６年生を送る会」を開催しました。来年度最上級生となる５年生が中心となっ

て送る会を企画しました。会では、どの学年もこれまで６年生にお世話になった感謝の気持ちを出し物に

して発表しましたが、各学年の個性が良く出ており、工 

夫を凝らした発表ばかりでした。６年生は、「恋ダンス」 

を披露してくれましたが、さすが６年生、息の合ったキ 

レのあるダンスに感心させられました。全員合唱の歌声 

は会場に響きわたり、日南小学校の子ども達の心の温か 

さや絆の強さを感じることができた集会となりました。 
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「チームにちなん」 
日南小学校長 木下欣夫    

 中学校の黒見校長先生が、「チームにちなん」で……ということをおっしゃっています。いろいろな所

で「チームにちなん」が組織され、動いています。 

学校や、保育園では、保小中一貫教育を進めています。「保小連携会議、保小合同研修会」――保育園

と小学校の先生が定期的に子どもたちの姿について話し合っています。「小中戦略会議、小中合同研修会、

合同授業研究会」――小学校と中学校の先生が、子どもの指導や授業の進め方について研修しています。

時には「授業づくり」「仲間づくり」「健康づくり」のチームに分かれてテーマを持ちながら話し合って

います。 

PTA は今、「日南小中学校 PTA」として小学校と中学校の PTA が一体となって学校や子どもたちの

ため活動しています。 

地域のいろいろな団体や関係の方たちとともに学校や子どもたちのことを考えるチームもあります。「学

校評議員会」「学校教育推進協議会」「子ども支援連絡会議」「教育懇話会」「学校支援連絡協議会（に

ちなん子ども応援隊）」等です。 

そして、小学校・中学校の児童生徒がスクラムを組んで活動を展開しているものもあります。「ともい

き科（前期・中期・後期ブロックで学習活動をします）」「小中合同マラソン」 

「小中合同音楽会」等です。 

他にも大小様々なチームがありますが、これからも「チームにちなん」 

で日南の子どもたちを育てて行きたいと思います。応援をよろしくお願い 

します。 

６年生ありがとう －６年生を送る会― 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

日南市へ雪のプレゼント 

２月１３日、小学１年生は、毎年恒例となっている 

宮崎県日南市立くろしお特別支援学校へ雪のプレゼント 

をしました。昨年は雪がなく、体育館下に残った雪を贈っ 

たのですが、今年は寒波到来の後ということで、前日に 

降ったばかりの雪があり、きれいな雪を選んで箱につめ 

ることができました。 

 

 

 

 

 

「に日南町  

『終わり良ければ、全て良し！』にするために・・・・・ 
日南中学校長   黒見 隆久 

「終わり良ければ全て良し」という諺（ことわざ）があります。もともとは、今から 400 年ほど前

に、イギリスの劇作家・詩人であるシェークスピアの作品名「All is well that ends well.」を訳したも

のだそうです。 

「終わり良ければ全て良し」とは、物事は最終の結末がもっとも大事であり、結果が良ければ途中の

過程は問題にならないという意味で使われます。それは、最後の印象、さらに喜びの印象はもっとも強

く記憶に残りやすい人間の性質（心理）を、ある意味「プラス思考」でとらえた解釈なのではないかと

思います。 

日南中学校の１年も終わろうとしています。今年も生徒たちはさまざまな行事、活動、学習、部活動

などなど････で、結果として良い「成果」や「効果」を挙げ、町民の皆さんからもたくさんの「拍手」

や「賞賛」をいただきました。ありがとうございました。 

しかし、最後の結果だけが「評価」されたのではないと思っています。それまでの過程がなければ、

この結果は絶対に生まれていないのでから････。「終わりをよくする」【中学校 

では『感動を共有する』と言っていました】ために、一生懸命努力した、苦労し 

た、悩んだ、時には失敗した、あきらめそうになった････などなど、そこまでの 

過程の中の、「マイナス」も含めたさまざまな経験を活かすことができたとき、 

初めて「終わり良ければ全て良し」の言葉の意味や価値が決まるのだと思います。 

１年後、どんな『感動の共有』ができるか････。 

新生 日南中学校････新入生 26 名を迎えて全校生徒 80 名。来年度がんばり 

ましょう！ 引き続きご支援・ご協力をお願いします。 

 

３月１６日に行われた、日南町家庭教育講演会に中学校１，２年

生が参加し、講師の岡山県の岡山盲学校の先生をしておられた竹内

昌彦氏の講演「見えないから 見えたもの」を聞きました。 

竹内先生は、幼い頃の病気が元で視力を失われ、友達からいじめ

を受けたり、将来を悲観して前向きに生きられなかったご自身の体

験を語られました。人に喜んでもらえること、人の役に立つことが

人間として価値のある生き方であり、そのためにしっかり生きて、

勉強して「優しい子」になってほしいと語られました。 

講演後のアンケートでは、ほとんどの生徒が『大変参考になった』

と記入し、とても前向きな感想がたくさんありましたので、生徒の

感想を紹介します。 

生徒の感想より（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊私は目が見えないということはよ

く分かりませんが、竹内さんのお話を

聞いてとても感動しました。私は今と

ても元気に生活しています。それはた

くさんの人のおかげなんだと思い胸

が熱くなり涙を流すことも多々あり

ました。先生のお話はとても参考にな

り考えさせられるすてきなお話でし

た。 

＊どんなに辛いことが

あっても前向きに生き

ておられる竹内さんが

すごくかっこいいなと

思いました。自分も後

ろ向きになってしまう

ことがありましたが、

お話を聞いて自分の悩

みがすごく小さなもの

に思えました。 

＊竹内さんのお話を聞いて、これま

でどのように生きてこられたかや

人生のことについてとても勉強に

なりました。生きたいのに生きられ

ない人もいるから、その人達のため

にもちゃんと生きないといけない

と思いました。僕も優しい人であり

たいと思いました。 ＊みんなを大切にし

ていきたいです。 

＊障がいのある方の役に立ち

たいと思ったし、勇気を振り絞

ってでもお手伝いをしようと

思いました。この話を聞いてよ

かったです。 

『見えないから 見えたもの』の講演を聞いて 


